
Tamura Resource Network Technology

海は生命の始まりの場であり、進化の場でもあります。
全ての生命はここから生まれ、また、あるものは進化の末にそこに帰ったと言います。

常に進化し続けるプロフェッショナルなクリエイティブワークの原点であり、進化の場でもある
海のような存在であり続ける。　NTシリーズに込められた想いです。



IO Sharing

可用性と耐障害性

入力音声の共有

ホットスタンバイシステム

高速起動

ファームウェアベースのシステム
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システムの中心となるルータユニットには、全く同じユ

ニットを同じ動作状態として待機させるホットスタン

バイ方式によるバックアップシステムを採用しています。

動作状態は常に待機系システムにミラーリングされ、

即座に待機系への乗り換えが可能となります。

システムのダウンタイムを限りなく少なくすることがで

きます。

WindowsやLinuxなどの汎用OSを使用せず、ファー

ムウェアベースでシステムを構築しています。

シャットダウン操作を必要としない為、いつでも、即座

にシステムのリスタートを実行できます。

また、全ての操作は常にバックアップメモリに保存され

る為、リスタート後は必ず直前の状態が再現されます。

不慮の電源トラブルなどで、システムが意図せずリス

タートした場合でも、動作状態は確実に保持されます。

コンソールシステム全体が電源Offの状態からのブート

アップタイムは約30秒です。

万が一システムに重大な損害が発生し、システム全体

のリスタートが必要なときでも、ダウンタイムを最小限
にすることができます。

1つの IO Frame に入力された音声を、複数のシス
テム間で共有することができます。
例えば、２つのスタジオ間で、それぞれのスタジオ内の
マイクを、どちらのスタジオからでも使用できるシステム
を構築することができます。
これにより、お互いのシステムを緊急用のバックアップ
システムにしたり、片方をプリミックスミキサーとして
使用することが可能です。

複数のシステムで共有しているマイク入力は、どのシス
テムからもGainコントロールなどの制御が可能です。
また、任意のシステムから、制御プロテクト設定を行う
ことで、特定のシステムのみがGainコントロールでき
る設定にすることができます。
最大8つのシステム間で入力音声の共有が可能です。

イ－ジ－メンテナンス

高速データ伝送プロトコル　TR-LINK

Hybrid Audio Processing

機器間接続の簡素化

高密度化 44bitの高精度演算

ユニット分離

32bit浮動小数点伝送

TR-LINKにはシングルモード光ファイバーケーブルを
使用します。
1本の光ファイバーケーブルで、512ｃｈの音声信号に
加え、同期、制御信号も送受信されます。
これにより、従来、音声ケーブルの他に、機器ごとに必
要だった同期信号用ケーブル、制御信号用ケーブルが
不要となり、機器間の接続は、1対の光ファイバーケー
ブルのみになります。

従来、音声処理ユニットからIOユニット間の接続は、
MADIを使用していました。
しかし、MADI は 24bit の固定小数点データでの伝
送であり、例え DSP が高精度な演算を行っても
MADI で伝送することで、ある程度のデータロスは
避ける事ができませんでした。
しかし、TR-LINK では、音声データは全て 32bit
浮動小数点の状態で伝送されます。これにより、IO
ユニットがどれだけ DSP と離れていようとも、
TR-LINK で接続されている限り、あたかも 1 つの筐
体内での接続のように、データロスが皆無となります。
また、IO ユニットに入力されるアナログ音声は、IO
ユニット内部で 32bit 化され、LINE OUT カードから
出力されるアナログ音声は、ユニット内部でダイレクト
に32bit データからアナログ音声に変換されます。

従来、DSPモジュールとルーティングモジュール間は、
大量のデータの授受が発生する為、同じ筐体で、バッ
クプレインを介して相互に接続する方式を採用せざる
を得ませんでした。
この方式の場合、各モジュールは電気的に相互に接
続されている状態となる為、1つのモジュールのトラブ
ルが他のモジュールに影響を及ぼす可能性を0にする
ことができませんでした。
しかし、512chもの音声データを、32ビット浮動小数
点のまま伝送できるTR-LINKによって、モジュール間
のデータ伝送は、光ファイバーケーブルで行うことが
できるようになり、その結果DSPモジュールとルー
ティングモジュールを完全に異なるユニットに分離す
ることが可能となりました。
これにより、各ユニット間は完全に電気的に分離され
た状態となり、1つの機器のトラブルが、システム全体
に波及するリスクを最小限にすることが可能となりま
した。

FPGAとDSPを併用した独自のハイブリッド音声処理
システムを採用しています。
それぞれのデバイスの優位性を組み合わせることで、
演算処理能力を飛躍的に向上させることができ、処理
能力の高密度化が可能となりました。
1UのDSPユニットで256chもの音声処理が行えるな
ど、システム全体が小型化されています。
また、高密度化、小型化により、消費電力は従来機に
比べ大幅に削減されています。

イコライザなど、特に音質が重要な箇所では44bit浮
動小数点演算での新たなアルゴリズムを開発しました。
演算係数の精度を上げることで、誤差によって生じる
歪みが軽減され、これまでにない、透明感のあるクリア
な音質を実現しています。

システムの中心となるルータユニットやDSPコアのメン
テナンスは、手間のかかるボード交換ではなく、ユニッ
トごとの交換になります。
また、ユニット間は光ファイバケーブルでの接続のみ
なので、システムが稼働中であっても、目的のユニット
の交換が可能です。
稼働中システムでの光ファイバケーブルの挿抜は、シス
テムの動作に影響を与えません。
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システム

Specifications

サンプリング周波数 48kHz / 96kHz
ルーティングクロスポイント 10,240×10,240
最大信号処理チャンネル数 1,024ch
同期信号 Video（NTSC/PAL）

Word
AES3 / AES3id

DSP CORE 最大5台
（バックアップ1台含む）

TR-Link音声チャンネル数 512ch

ROUTER

供給電圧 AC100-240V 50/60Hz
TR-Linkポート数 20ポート
最大信号処理チャンネル数 1,024ch
同期信号入力コネクタ BNCコネクタ×2

XLRコネクタ×2

DSP CORE

供給電圧 AC100-240V 50/60Hz
信号処理チャンネル数 256ch

IO FRAME

供給電圧 AC100-240V 50/60Hz
実装スロット数 14スロット
IOカード 8ch Dsub MIC/LINE INカード

8ch BNC AES INカード
HD-SDIカード

8ch Dsub LINE OUTカード
8ch BNC AES OUTカード

MADI IOカード
GPIOカード

Connection diagram
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MIX

OUTPUT

AUTOMIX機能

ＮＴシリーズ AUTOMIX はミキシング操作の一部を
自動化する機能です。
複数のマイクを使用した放送及び制作における音声
ミキサー担当オペレータは、状況に応じて瞬時に
複数のマイクチャンネルのフェーダを正確に操作する
必要があります。
AUTOMIX 機能は、このようなマイクチャンネルの
フェーダー操作を自動化することで、オペレータの
負荷を軽減し、音質調整などの作業に集中できる
環境を提供します。

ミックス環境のイメージ

NT シリーズの AUTOMIX 機能はゲイン・シェアリング・
タイプ採用したことにより、以下の特長を持ちます。
① 自然な聴感が得られる
　・ノイズゲートくさい音にならない
　・しゃべり始めの頭欠けが発生しない
　・レベル変動が気にならない
　・アンビエンスが不均等にならない

② スレッショルドレベル設定が不要
・スレッショルドが低い場合の周囲雑音でゲート機能が
動作してしまうようなことがない

・スレッショルドが高くてもゲートが閉じてしまうようなこ
とがない
・部屋が静かな時にスレッショルドを設定しても、観客
が拍手したり、音楽演奏したりしている時にうまく動作
しなくなるようなことがない

③ アタックタイム、ホールドタイム等の設定が不要

④ 喋りが終わった直後でも不自然な無音（アンビエント無
し）状態が発生しない、残響感が断ち切られない

⑤ 語尾が不自然に消えてしまう事が無い

⑥ 新たな話者が話を始める時に、周囲雑音の質が変化
しない

⑦ ゲート動作による低域のポップノイズが発生しない

直接音
間接音
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AUTOMIX　主要諸元
項　目 仕　様

Automix 用 SHARC DSP 数 最大 4

仕　様

Automix ch 数 16ch

Automix ch format Mono

Sample freq FS 48k

接続チャンネル

Connect ch type
HA/Line Input

Group
M1/M2/M3

Connect ch format Mono/Stereo/5.1

Connect ch signal path Insertion path による





ハイレベルなサラウンド制作に対応できるように、タッチ
パネルによるサラウンドパン操作を可能にしました。
タッチした場所がそのままパンポジションに設定されるノー
マルモードの他に、ドラッグした方向と距離を、その時点の
パンポジションにマージするマウスモードが選択できます。
また、Pan Link 機能を使うと、2 本のモノラルマイクを
ステレオペアとして使用する場合、L 側のマイクのパン
ポジション設定から、R 側のマイクのパンポジションを自
動的に設定することができます。
単なるジョイスティックの置き換えではない、快適な操作
感で、即時対応が求められる放送でのサラウンド制作を
サポートします。

新たなパラメータ操作方式

最上位機種の機能が、手の届く範囲に凝縮された
ハイスペックコンパクトモデル

with Tamura Resource Network Technology
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+10dBu～‒64dBu

最大24系統
（3 surround）

40 Fader20 Fader

50 Fader

30 Fader

20/30/40/50フェーダー

with Tamura Resource Network Technology
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